
学習プログラム ３年「国語」 

５月２１日（木）「きつつきの商売 ①」 

①学しゅうのじゅんびをしましょう。 

【 教科書 ノート ふでばこ 下じき 】 

 

  ②教科書１６～２５ページを音読して、どのようなお話だったかを思い出しましょう。 

 

 

 

 

③ノートの新しいページを開いて下じきをしき、日づけやたんげん名、めあてを書きましょう。 

✍〈めあて〉 二つの場面の登場人物や、書かれているようすをせいりして、 

すきな場面を決めよう。 
 

④教科書の２６ページ「せいりするときのれい」を読んで、どのようにせいりするのかをたしかめましょう。 

 

 

 

⑤教科書やノート見本を見ながら、場面ごとにせいりしましょう。 

✍【まとめ方（取り組み方）のれい】 

（１）表のわくをじゅんびしよう 

   ・めあてを書いたところから１列空けて、ページが３段に分かれるように横線を引く。 

・表の１列目に、場面、「１」の場面、「２」の場面と書く。 

・一番上の段に、せいりするこう目を書く。 

 （書くりょうによって、はばがかわるので、1つずつまとめながら書いてもいいです。） 
 

（２）場面のせいりをしよう 

・「１」の場面を音読したり、線を引きながら読んだりして、内ようをたしかめる。 

・せいりするこう目ごとに、表にまとめる。 

・同じように、「２」の場面もまとめる。 

 ※こまったらノート見本を見て、あなうめをしながら、まとめてみましょう。 
 

（３）表のしあげ 

・こう目ごとにたて線を引いて、表をかんせいさせる。 

 

⑥自分がすきだと思う場面を考えて、理由といっしょにノートに書きましょう。 

✍〈すきな場面〉  

 「１」…コーンという音がすきだから。 
 

⑦ノートにふりかえりを書きましょう。 

✍〈ふりかえり〉  

・２つの場面についてせいりし、すきな場面を決めることはできましたか。 

・まとめるときにくふうしたことや、むずかしかったことは何ですか。 

「きつつきの商売」は「１」と「２」の二つの場面に分かれていますね。 

「場面」とは、「物語の中の、ひとまとまり」のことです。 

みなさんは、どちらの場面がすきですか。 

表の形でまとめると、見くらべやすくなりそう！ 

「場所・天気」や「登場人物」、「登場人物がしたこと」などに分けてせいりしているね。 
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５月２２日（金）「きつつきの商売 ②」 

①学しゅうのじゅんびをしましょう。 

【 教科書 ノート ふでばこ 下じき 】 

 

②ノートの新しいページを開いて下じきをしき、日づけやたんげん名、もんだいを書きましょう。 

✍〈もんだい〉 「きつつき」が聞かせた音について、考えましょう。 

✍〈もんだい〉  ①何の音か。 

✍〈もんだい〉  ②どんな音か。（どのように音読するか。） 
 

③５月２１日にまとめたノートを見かえして、 

「１」の場面では、「きつつき」がどのような音を聞かせていたのか、たしかめましょう。 

 

 

 

 

④もんだいのつづきに、めあてを書きましょう。 

✍〈めあて〉 「きつつき」が聞かせた音についてそうぞうし、 

ようすがつたわるように音読しよう。 
 

⑤教科書の２６、２７ページの２「音読のしかた」を読んで、音読で気をつけたいことをたしかめ、 

ノートに、「音読するときに気をつけること」をまとめましょう。 

✍〈大切〉 

〇音読するときに気をつけること 

・登場人物のようすや、気もちをそうぞうする。 

・声の強弱やはやさ、高さや、間のとり方を考える。 
 

⑥どんな音なのかを考えながら、「１」の場面を音読しましょう。 

 

⑦「きつつき」がお客さんに聞かせた音について、自分の考えをノートに書きましょう。 

✍〈自分の考え〉 （れい） 

「１」の場面 

①ぶなの木をたたいた音。 

②「力いっぱいたたきました。」と書いてあるから、力強い音だと思いました。 

 だから、音読するときも、力強く大きな声で読むといいと思いました。 

 

 

 

 

⑧考えたくふうを取り入れながら、「１」の場面（１８ページ～１９ページの３行目）を音読しましょう。 

 

⑨ノートにふりかえりを書きましょう。 

✍〈ふりかえり〉  

・教科書の言葉を手がかりに、「きつつき」が聞かせた音について、 

そうぞうすることはできましたか。 

・音読のしかたをくふうしてみて、気づいたことや考えたことは何ですか。 

「きつつきの商売」には、 

音を表す言葉がたくさん出てきますね。 

 

「きつつき」が聞かせた音は、 

どのような音だったのでしょうか。 

「１」の場面では、ぶなの木をたたいた音を、「２」の場面では、雨の音を聞かせていたよね。 
 

どんな音かっていうと…。 どうやって音読したら、それぞれの場面のようすがつたわるかな。 

教科書に書かれている言葉から、どんな音だったのかをそうぞうしましょう。 
 

そして、その場面のようすが、よりつたわるようにするには、 

どのように音読したらよいかを考えましょう。音読のくふう 
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５月２５日（月）「きつつきの商売 ③」 

①学しゅうのじゅんびをしましょう。 

【 教科書 ノート ふでばこ 下じき 】 

 

②ノートの新しいページを開いて下じきをしき、日づけやたんげん名、もんだいを書きましょう。 

✍〈もんだい〉 「きつつき」が聞かせた音について、考えましょう。 

✍〈もんだい〉  ①何の音か。 

✍〈もんだい〉  ②どんな音か。（どのように音読するか。） 
 

 

 

 

 

③５月２１日にまとめたノートを見かえして、 

「２」の場面では、「きつつき」がどのような音を聞かせていたのか、たしかめましょう。 

 

④もんだいのつづきに、めあてを書きましょう。 

✍〈めあて〉 「きつつき」が聞かせた音についてそうぞうし、 

ようすがつたわるように音読しよう。 

 

⑤どんな音なのかを考えながら、「２」の場面を音読しましょう。 

 

⑥「きつつき」がお客さんに聞かせた音について、自分の考えをノートに書きましょう。 

✍〈自分の考え〉 （れい） 

「２」の場面 

①雨の音。 

②「しいんとだまって」と書いてあるから、 

耳をすまさないと聞こえない音だと思いました。 

 だから、音読するときは、少し小さな声で読むといいと思いました。 

 

 

 

 

 

 

⑦考えたくふうを取り入れながら、「２」の場面（２３ページ～２５ページ）を音読しましょう。 

 

⑧ノートにふりかえりを書きましょう。 

✍〈ふりかえり〉  

・教科書の言葉を手がかりに、「きつつき」が聞かせた音について、 

そうぞうすることはできましたか。 

・音読のしかたをくふうしてみて、気づいたことや考えたことは何ですか。 

前回は、ぶなの木をたたいた音についてそうぞうを広げ、音読のしかたをくふうしたね。 

「２」の場面は、どのように音読したら、物語のようすがつたわるかな。 

教科書に書かれている言葉から、どんな音だったのかをそうぞうしましょう。 
 

そして、その場面のようすが、よりつたわるようにするには、 

どのように音読したらよいかを考えましょう。音読のくふう 
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５月２６日（火）「きつつきの商売 ④」 

①学しゅうのじゅんびをしましょう。 

【 教科書 ノート ふでばこ 下じき 】 

 

 

 

 

 

 

②ノートの新しいページを開いて下じきをしき、日づけやたんげん名、めあてを書きましょう。 

✍〈めあて〉 したことや言ったこと、ようすに気をつけて、 

音を聞いた後の動物たちの気もちを考えよう。 

  

③「１」の場面を音読しましょう。 

④次の文を読んで、教科書の文とのちがいを見つけましょう。 

【第一問】 きつつきは、ぶなの木のみきを、くちばしでたたきました。 

【第二問】 ぶなの木の音が、ぶなの森にひびきました。 

【第三問】 野うさぎは、きつつきを見上げたまま、聞いていました。 

【第四問】 四分音符分よりも、長い時間がすぎてゆきました。 

 

 

 

 

 

⑤「１」の場面での、野うさぎときつつきの気もちを考えて、ノートに書きましょう。 

 登場人物がしたことや言ったこと、ようすを手がかりに、なぜ、そのように考えたのか、 

理由も書くようにしましょう。 
  

✍〈自分の考え〉 （れい） 

  １野うさぎ 

   ぶなの木の音を聞いて、感動していると思います。 

   なぜなら、「きつつきを見上げたまま、だまって聞いていました。」とあるので、 

   動かず声も出さずに聞いてしまうくらい、聞き入っていると思うからです。 

 

  ２きつつき 

   ずっと聞いていたいとかんじていると思います。 

   なぜなら、「四分音符分よりも、うんと長い時間がすぎてゆきました。」とあるので、 

   音がこだまするのを聞きながら、うっとりしているのだなと思ったからです。 

 

⑥ノートにふりかえりを書きましょう。 

✍〈ふりかえり〉  

・したことや言ったこと、ようすを手がかりに、 

音を聞いた野うさぎやきつつきの気もちを考えることはできましたか。 

・学習を通して、気づいたことや考えたことを書きましょう。 

前回は、物語に出てくる音について、そうぞうを広げたね。 

音を聞いた動物たちは、どんな気もちだったのだろう。 

登場人物の気もちは、登場人物がしたことや言ったこと、ようすに

ちゅう目して考えることがポイントです。 

ぬけている言葉や教科書とちがう言葉がありますね。 

教科書の文とくらべて、どのようなかんじがしますか。 
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５月２８日（木）「きつつきの商売 ⑤」 

①学しゅうのじゅんびをしましょう。 

【 教科書 ノート ふでばこ 下じき 】 

 

 

 

 

 

 

②ノートの新しいページを開いて下じきをしき、日づけやたんげん名、めあてを書きましょう。 

✍〈めあて〉 したことや言ったこと、ようすに気をつけて、 

音を聞いた後の動物たちの気もちを考えよう。 

  

③「２」の場面を音読しましょう。 

 

④次の文を読んで、教科書の文とのちがいを見つけましょう。 

【第一問】 葉っぱのかさをさした十ぴきの子ねずみたちは、 

      きれいな目を、そろってきつつきにむけました。 

【第二問】 野ねずみたちは、みんな、うなずいて、 

【第三問】 それから、目を開けたりとじたりしながら、ずうっと、 

【第四問】 とくべつメニューの雨の音を聞いていたのでした。 

 

 

⑤「２」の場面での、野うさぎときつつきの気もちを考えて、ノートに書きましょう。 

 登場人物がしたことや言ったこと、ようすを手がかりに、なぜ、そのように考えたのか、 

理由も書くようにしましょう。 

✍〈自分の考え〉 （れい） 

  １野ねずみの家族 

   雨の音を聞いて、とてもしあわせな気もちだと思います。 

   なぜなら、音を聞いた後には、「にこにこうなずいて」や 

「ずうっとずうっと、とくべつメニューの雨の音につつまれていた」 

と書いてあるので、雨の音が気に入ったと思うからです。 

 

  ２きつつき 

   まんぞくした気もちになっていると思います。 

   なぜなら、新しく思いついたメニューを、野ねずみの家族が「にこにこうなずいて」

聞いているのを見て、よかったとかんじていると思ったからです。 

 

⑥ノートにふりかえりを書きましょう。 

✍〈ふりかえり〉  

・したことや言ったこと、ようすを手がかりに、 

音を聞いた野うさぎやきつつきの気もちを考えることはできましたか。 

・学習を通して、気づいたことや考えたことを書きましょう。 

前回は「１」の場面の、音を聞いた後の登場人物の気もちを考えたね。 

今日は「２」の場面を考えていこう！ 

ポイントは、登場人物がしたことや言ったこと、ようすに 
ちゅう目して考えることでしたね。 

ぬけている言葉や教科書とち

がう言葉がありますね。 
 

教科書の言葉だと、どんなか

んじがつたわってきますか。 



                                  

                              

                              

                              

                              

                              

                              

                              

                              

                              

                              

                              

                              

                              

                              

                              

                              

                              

                              

                              

                              

                              

 

  
五
月
二
十
八
日

（
木

） 

き
つ
つ
き
の
商
売 

〈
め
あ
て

〉 
 

し
た
こ
と
や
言

っ
た
こ
と
、
よ
う
す
に
気
を
つ
け
て
、

音
を
聞
い
た
後
の
動
物
た
ち
の
気
も
ち
を
考
え
よ
う
。 

 

〈
自
分
の
考
え

〉 

１
野
ね
ず
み
の
家
族 

 

雨
の
音
を
聞
い
て
、
と
て
も
し
あ
わ
せ
な
気
も
ち
だ
と

思
い
ま
す
。 

 

な
ぜ
な
ら
、
音
を
聞
い
た
後
に
は
、
「
に
こ
に
こ
う
な

ず
い
て

」
や

「
ず
う

っ
と
ず
う

っ
と
、
と
く
べ
つ
メ
ニ
ュ

ー
の
雨
の
音
に
つ
つ
ま
れ
て
い
た

」
と
書
い
て
あ
る
の
で
、

雨
の
音
が
気
に
入

っ
た
と
思
う
か
ら
で
す
。 

     

２
き
つ
つ
き 

 

ま
ん
ぞ
く
し
た
気
も
ち
に
な

っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。 

 

な
ぜ
な
ら
、
新
し
く
思
い
つ
い
た
メ
ニ
ュ
ー
を
、
野
ね

ず
み
の
家
族
が

「
に
こ
に
こ
う
な
ず
い
て

」
聞
い
て
い
る

の
を
見
て
、
よ
か

っ
た
と
か
ん
じ
て
い
る
と
思

っ
た
か
ら

で
す
。 

 

〈
ふ
り
か
え
り

〉 
   



５月２９日（金）「きつつきの商売 ⑥」 

①学しゅうのじゅんびをしましょう。 

【 教科書 ノート ふでばこ 下じき 】 

 

 

 
 

②ノートの新しいページを開いて下じきをしき、日づけやたんげん名、めあてを書きましょう。 

✍〈めあて〉 「３」の場面を作るなら、どのような物語にするかを考えよう。 
 

  ③教科書の２７ページの「まとめよう」や３「ノートのれい」を読んで、書き方をたしかめましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④どのような物語にしたいかを考えて、ノートにまとめましょう。 

✍〈自分の考え〉 

  教科書やノート見本をさんこうにしながら、 

  「登場人物」「場所や天気など」「音」「出来事など」といった内ようごとに書きましょう。 
 

★どんな動物を登場させるか考えましょう。 

シカ 
 

アライグマ 
 

リス 
 

クマ 
 

サル 
 

フクロウ 

 

⑤チャレンジかだい：まとめた表をもとに、物語を書いてみましょう。 

✍〈チャレンジかだい〉 

  ぶなの森に、しずかな夜がやってきました。 

  きつつきは、新しいメニューを思いつきました。 

 
 

⑥ノートにふりかえりを書きましょう。 

✍〈ふりかえり〉  

・考えた３の場面を、ノートにまとめることはできましたか。 

・物語を考えるときに、くふうしたことや大へんだったことは何ですか。 
 

前の時間までは、「１」と「２」の場面のようすについて考えましたね。 

今日は、自分だけの「３」の場面を考えていきましょう。 

教科書のれいでは、おもしろい場面が考えられているね。 
 

「１」と「２」の場面では、両方とも昼間のかんじがしたけど、 

「明るい月夜」というのが、くふうしていていいね。 

「１」と「２」の場面のようすを表にまとめたときのように、 

内ようごとにせいりして書いていますね。 

「楽しくなっておどりだす」というところも、 

たぬきたちのようすがそうぞうできて、ゆかいな気もちになるね。 

https://get.pxhere.com/photo/nature-forest-cute-wildlife-wild-deer-fur-young-small-mammal-fauna-fawn-wild-animal-vertebrate-roe-deer-animal-world-young-animal-kitz-red-deer-wildlife-park-white-tailed-deer-598022.jpg
https://get.pxhere.com/photo/wildlife-fur-critter-mammal-fauna-whiskers-mask-raccoon-vertebrate-bandit-adorable-wild-cat-procyon-procyonidae-viverridae-648491.jpg
https://get.pxhere.com/photo/animal-cute-wildlife-fur-mammal-squirrel-croissant-rodent-fauna-whiskers-rodents-tail-furry-vertebrate-chipmunk-creature-nager-animal-world-fox-squirrel-926829.jpg
https://get.pxhere.com/photo/animal-bear-wildlife-mammal-predator-fauna-brown-bear-vertebrate-carnivore-british-columbia-grizzly-bear-carnivoran-american-black-bear-748762.jpg
https://get.pxhere.com/photo/nature-wildlife-zoo-young-mammal-fauna-primate-family-ape-baboon-animals-vertebrate-animal-world-salem-ffchen-animal-portrait-macaque-young-animal-old-world-monkey-monkey-mountain-berber-monkeys-1092837.jpg
https://get.pxhere.com/photo/nature-bird-night-wildlife-wild-beak-sitting-natural-predator-owl-avian-fauna-bird-of-prey-long-mysterious-vertebrate-nocturnal-falcon-prey-long-eared-eared-long-eared-owl-496115.jpg


  
五
月
二
十
九
日

（
金

） 

き
つ
つ
き
の
商
売 

〈
め
あ
て

〉 
 

「
３

」
の
場
面
を
作
る
な
ら
、
ど
の
よ
う
な
物
語
に
す

る
か
を
考
え
よ
う
。 

 

〈
自
分
の
考
え

〉 

登
場
人
物 

・
店
の
人
…
き
つ
つ
き 

 
 

 
 

 
 

・
お
き
ゃ
く
…
た
ぬ
き

（
二
ひ
き

） 
 

場
所
や 

 

・
森
の
お
く 

天
気
な
ど 

・
明
る
い
月
夜 

 

音 
 

 
 

・
木
を
た
た
く
、
元
気
な
、 

 
 

 
 

 
 

「
コ
ツ
コ
ツ
」
と
い
う
音
。 

    

出
来
事
な
ど
・
音
を
聞
い
て
い
た
た
ぬ
き
た
ち
が
、 

 
 

 
 

 
 

楽
し
く
な

っ
て
お
ど
り
だ
す
。 

 

〈
チ
ャ
レ
ン
ジ
か
だ
い
〉 

 

ぶ
な
の
森
に
、
し
ず
か
な
夜
が
や

っ
て
き
ま
し
た
。 

 

き
つ
つ
き
は
、
新
し
い
メ
ニ
ュ
ー
を
思
い
つ
き
ま
し
た
。 

     

〈
ふ
り
か
え
り

〉 

                                  

                              

                              

                              

                              

                              

                              

                              

                              

                              

                              

                              

                              

                              

                              

                              

                              

                              

                              

                              

                              

                              

 

教
科
書
の
文
し
ょ
う
や

 

言
葉
の
使
い
方
を
ま
ね
し
な
が
ら
、

 

自
分
だ
け
の
「
３
」
の
場
面
の

 

物
語
を
書
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

 


